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湘南藤沢メディアセンター企画展示一覧
展示期間 タイトル

平成 20 年度
9 月 26 日～ 11 月 28 日 手にとってみよう！　先生のおすすめ本　第 3回

（併設：慶應義塾創立 150 年関連資料）
1 月 15 日～ SFC研究室の本棚―『SFC REVIEW』38 号より

平成 21 年度 4 月 1 日～ 5 月 19 日 メディアセンターを活用しよう！

閲覧席も現状では不足気味である。当図書室はワ
ンフロアで，細長いスペースの片側に書架，通路を
挟んでもう片側に閲覧席を配しているが，現状の 71
席では 3研究科合計の現在の利用対象者数 635 人に
対して，約 1割強にとどまるのみである。実際
LibQUAL＋Ⓡ４）にも閲覧席スペースが少ないという
意見が複数寄せられている。その上，閲覧机は二人
掛けの机で，仕切りがない。このため，一人で二人
分を占有してしまう利用者が多く，ただでさえ少な
い閲覧席が一層少なくなってしまう。これを防止す
るために席と席の間に仕切りをつけることで，せめ
ても本来の席数確保を考えている。
（2）蔵書

限られた予算の中で，蔵書の充実を図るには，各
研究科図書委員によるところが大きいが，可能な範
囲でのサポートができればと思う。
一方で大学院 3研究科の図書室という特性から，

それぞれの主題にとどまることなく，横断的に最大
限に資料を利用してもらいたい。実際，KBSの院生
が SDMの図書を借りたり，KMDの院生がKBSの
図書を借りたりといった分野をまたいだ資料の利用
傾向が多く見受けられる。
（3）サービス

創設間もないKMD，SDMと，1978 年にビジネ
ス・スクールから大学院へと改組されたKBSとい
う 3研究科の図書室として有効に機能していくため
には，学生部大学院担当との連携も不可欠のものと
考える。
また利用対象者が国内外からの既卒者や，数年以

上の実務経験のある社会人なので，これらの様々な
利用者の受け皿としていかに有用なサービスを展開
していくことができるか，試行錯誤の日々である。
これに関連して，日吉メディアセンターレファレン
ス担当と連携をとって利用者教育を充実させていき
たい。
（4）その他

これまで，KBS図書館はメディアセンターとは別
個の組織で，独自の方法で運営されてきたこともあ
り，メディアセンターとの相違点も多かった。
図書のインベントリ（蔵書点検）はこの春休みに

実施し，データの整備をおこなった。雑誌のインベ
ントリ，データ整備に関しても，次期図書館システ
ムへの移行ともからみ急務の課題である。
また，入室や貸出規則が学内の他の図書館と異

なっており，特に 3研究科以外の所属者が利用する
際の規則はかなり厳しい。この点について 3研究科
の教員と連携をとりながら，可能な限り規則の共通
化を図りたい。

注

1）慶應義塾の活動と財務状況：2008 年度事業報告書．東

京，慶應義塾，2008，p. 7.

2）入館ゲートシステム統計データより算出．

3）2007 年度，2008 年度メディアセンター標準統計，来館者

数データより算出．

4）LibQUAL＋Ⓡ 2008 Survey．協生館図書室 調査コメン

ト．




